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旨
 著者はマウスに20-Me七hylChOユanthreneによる子宮頸癌発生実験を行うと共に,
 勇頸管神経叢の機能を賦活或は覆絶せしめた際の該神経節細胞と,これに付随する末梢神経線維
 を形態学的に検索し,該神経要素の変化が頸癌発生或はその浸潤性発育に如何なる影響を与える
 かについて検討を試みた。
 実験材料と方法
 本研究に使用した実験材'料は総て生後10週前後のdα系成熟マウスである。これを次のア種
 の実験群に分け瀬戸鍍銀法を行なった。
 1)発癌実験としては,a)対照発癌群b)N.G.F.発癌群C)alCO五〇■bエOCk発、
 癌群に分けて実験した。
 2)対照実験:発癌実験の対照として,a)正常無処置群b)N、G.F.注射群e)N、〔}.
 軌抗血清注射群d)aユcoholblOCk群に分けて実験した。
 発癌実験は子宮頸管に20-MG糸を挿入して発癌させ・屠殺は2P-Me糸挿入後8週から
 10週にわたって行い組織学的検索は屠殺時20-MC糸の残存したものに限り行なった。N.
 G、F.は1回100μ9ずつ週2回著殺時まで9週間又・N.G・.F.抗.血清は1回0.2㏄ずつ隔日
 2週間連続皮下注射した。次に両側の劣頸管神経叢に純alcoho1餌㏄ずつ漉入しこれをaユ。』
 oholblock群とした。
 実験成績と考按
 1)対照実験群二正常無処置マウス子宮頸においては勇頸管神経叢は総頸管の中央の高溶から
 膣の中央にかけて存在した。神経線維の分布は子宮頸に著しく多く,次いで子宮体であり子宮腔
 都では散見ずるに過ぎなかった。神経終末網は筋層に多く,次いで筋層粘膜境界部に多く存在し
 た。N.G.F.を注射した例では労頸管神経節は肥大し,個々の神経細胞の大きさが増すために
 節中の神経細胞の密度が極めて高く左っていた。神経線維の形態は終末網の所見を含めて正常無
 処置マウスに見られたと同様であった。N、α.E抗血清を注射した例では勇頸管神経節は萎縮
 し,個々の神経細胞が変形萎縮或は消失しているため節中の細胞密度は極めて低く全体としてま
 ばらな形態を呈していた。神経線維の形態は繊細且つ好銀性の低下を示し末梢神経震の数が著し
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 く減少していた。純alCO血ol注入例では,それが完全に注入されたものでは神経節細胞が結合
 織に置換されて全く消失し,神経線維は子宮頸筋層及び子宮角下部に僅かにこれを認めたが何れ
 も好銀性に乏しく,その形態は全体として不鮮明であった。これらの中には頸管上皮に強い異型
 増殖を示すものもあった0
 2)発癌実験群:条件を加えない発癌例では極めて初期の浸潤癌でも癌組織周囲には終末網が
 既に消失して為り,労頸管神経節細胞に形態変化を認めた。しかしこの実験によって癌の発生し
 なかった例及び異型上皮,上皮内癌の症例では何れも終末網の存在を認めた。発癌率は20-Me
 糸挿入後週を追って増加の傾向を示した。N.G.民を注射した発癌群では勇頸管神経節細胞の退
 行性変化は浸潤癌に見られたが高度の変性を呈するもの少く,異型上皮,上皮内癌では殆んど変
 性を認め友かつた。神経線維の検索では浸潤癌組織周囲には終末網は既に漕失してかり,条件を
 加えない発癌群と同一所見が見られた。またN.G.F.注射群では発癌率は極めて低く,上皮内
 癌の碧しい増加が見られた。alco血01b■ock群では労頸管神経節の変性は多数の例に高度に
 見られ,ネ1隠線維の変化はalcohol注入例のものと同様であった。更にalcoholb■OCk
 群の発癌率は極めて高ぐ,上皮内癌は1例も認め左かつた。
 以上諸種の発癌実験にかける勇頚管神経節及び神経線維の形態学的変化並びに対照基礎実験の
 成績から終末網の消失と労頸管神経濃の退行性変化は浸潤癌発生の結果として起り得るものと考
 えられる。これに加えN.一G、F。を注射した発癌群における発癌率の著しい低下と上皮内癌の激増,
 alCOholblockした発癌群に見られた発癌率の増加などを考え合せると健全なる自律神経
 の機能は癌の発生及び浸潤性発育を抑制すると云うことが出来る。
結 語
 1)正常成熟マウスの子宮頸に冷いては勇頸管神経叢は総頸管中央の高さから膣の中間にかけ
 て存在し,神経線維の分布は子宮頸次いで子宮体に多く子宮膣部には少なかった。終末網は筋層
 次いで筋層粘膜境界部に多く存在した。
 2)子宮頸癌組織では極めて初期の浸潤癌にかいても癌組織周囲には既に終末網が消失して誇
 り,劈頭管神経叢に形態変化を認めた。
 5)勇頸管神経節の変化はa■coholb10Ckした発癌群に碧しく,N.G.F.を注射せる発
 癌群では極めて少なかった。何れの例でも浸潤が高度になるほど形態学的変化も著しかった。
 4)上皮内癌例では,N.a.F.を注射せる発癌群では神経節細胞及び終末網の何れにも形態
 学的変化は認められなかった。併し条件を加えない発癌群に見られた上皮内癌では終末網は健全
 に保たれていたが孝El経筋細胞には多少の形態学的変化が認められた。
 5)自律ネ弓懸機能は子宮癌の発生及び進展に影響するとともに浸潤子宮癌は労頸管神経叢を障
 害することを知った。
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 審査結果の果旨
 著者の属する教室では子宮癌に対する防衛力は子宮に分布する自律神経に左右されることが多
 いことを実験的に証明して来た。著者ld.これに関連して,人工子宮癌にむける末梢神経の変化に
 ついて実験を行っている。
 1)d-d系成熟雌マウスにつき労頸管神経節およひこ神経線維の分布,終末網の状態を観察して
 対照所児を得ている。
 2)人工子宮癌組織では極めて初期の浸潤癌でも癌組織周囲に西ま既に終末網が消失してむウ,
 教室の橋本が人子宮癌で得た所見と全く同一の所見を得た。またこのときの劈頭管神経部にも形
 態学的変化を認めた。
 5)勢頸管判軽節はここにアルコール浸潤させ,かつ発癌物質で発籍させた場合に最も著しい
 変化をした。発癌物質で発癌させるとともに神経発育促進因子であるN.G.F.を注射したもの
 では神経節の変化が極めて軽度であった。この両実験群とも癌浸潤の程度と勢頸神経節の変化と
 は・平行1、、た0
 4)発癌物質で上皮内癌を生ぜし星)た場合の労頸管神経節では神経細胞に多少の形態学的変化
 を認めたが,終末網は健常であった。n.G.F.を注射し煮がら,発癌物質で上皮内癌を発生せ
 しめた場合は神経節も終末網も全く正常所見であった。
 著者はその実験結果から,自律神経機能は子宮癌の発生むよび進展に影響すると言う教室の主
 張を支持することが出来るとし,加えて、浸潤癌自体はまた房頸管神経節を障害するものである
 ことも見ている。
 この業績は子宮癌に対する自律神経のもつ意義を明かにしたものであり,自律神経機能を強化
 して,子宮癌を予防または治療することの可能性にもつながるものである点で学位授与に価する
 ものと潔」寇した。
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